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高知大空襲－戦争の中をいかに生きたか－ 

平和資料館・草の家 館長 岡村正弘 

徳島県の小松島中学校から平和学習の講演依 

頼があり、平和資料館・草の家館長、高知大空襲 

の体験者としてお受けしました。一年生 250 名、 

教職員ほか 20 名が対象で 5・6 校時休み時間なし 

の 1 時間 40 分の持ち時間で表記の演題でありま 

した。 

1 月 29 日、いつもの様に、「僕が見た高知大空 

襲」の紙芝居、飯合、水筒、焼夷弾、防空頭巾、 

銃剣、背嚢 
はいのう 

、鉄兜、日の丸などの資料を車に積み 

こんで、妻の花子さんと徳島まで一泊二日の小旅 

行となりました。高速には運転が慣れていないの 

で、安全運転で行きました。 

広い体育館で、約 300 人を前に花子さんと二人 

で 90 分の講演をおこないました。一人ではとて 

も出来ませんがアシスタントがいるので安心で 

す。原稿なしで、思いつくまま、土佐弁で話しま 

した。 

最初に草の家について、「草は、大地にしっか 

り強く根を張って生きている様に、地域の人々に 

しっかり根ざした活動をする意味でつけた名前 

です」と説明しました。草の家の生い立ち、15年 

戦争を加害、被害、抵抗の三面から話しました。 

草の家は、三面を調査、研究して資料を集め、本 

や展示品などにして、平和学習に生かしています。 

私自身のことについて、幼少の頃から、中学一 

年生までを語りました。幼稚園で習ったことを、 

家で近所のおばさんを呼んで、人前で発表する元 

気な子どもの頃のこと、高知大空襲のこと、家を 

焼かれ、母と妹を殺され、半年も経たないうちに 

父が再婚し、新しいお母さんに馴染めなくて困っ 

たこと、南海地震の体験、父の病死、小学生から 

中学一年生の頃までの自分を語りました。 

最後に、「今を大切に、豊かな青春を生きるよ 

うに」を贈る言葉としました。 

講演にひきつづいて、先生方と１時間研修をし 

ました。一人ひとりが感想をのべ、質問もありま 

した。大変熱心であることに感心しました。 

後日、生徒の感想文が届きました。「戦争の恐 

ろしさが良く分かった」、「空襲でお母さんと妹を 

亡くして悲しいだろう」、「中国で日本軍が残虐な 

ことをしたことをひどいと思う」、「命をうばわれ 

ても、牢屋に入れられても、戦争に反対する人が 

いたんだなと思いました。その人は、自分の意思 

草と草の根の連帯をあらわす 
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自分はとても幸せにくらしているんだなあ 

ということをあらためてかんじました。 

を持っていてすごいとおもいました」、「今を大切 

に、一日一日を大切に生きる」、「豊かな青春を生 

きたい」などの感想がありました。 

私の話が誰かの胸にどこか響いて受け止められ 

ていることに感動しました。 

県外での講演はこれが初めてでした。生徒の間 

で土佐弁がはやっただろうとほくそ笑んでいます。 

【生徒の感想文・その他一部紹介】※文章はそのまま抜き出しています 

相手の国のことばかりに怒り 

をもっていましたが、 相手の国 

も日本と同じように罪のない 

たくさんの人が亡くなったと 

いうことがわかりました。 

罪のない人々を巻きこ 

んでいく戦争が一日で 

も早くこの世界から消 

えればいいと今日の講 

演を聞いて思いました。 

岡村さんの話を聞いて戦争 

をしても結局残る物は何も 

なくて残るのは、戦争の時 

のひさんな思いだけだと思 

いました。 

私は四国それぞれが空 

襲をうけていたことを 

知りませんでした。少し 

関心がうすいことを実 

感しました。もう少し戦 

争のことを調べて、未来 

へいかせるようにした 

いです。 

日本軍はなんの罪もな 

い人をぎゃく殺してい 

たことは今も中国など 

からきらわれているこ 

とがわかります。そんな 

ことしていなかったら 

今は世界の人と仲良く 

なっていたと思います。 

1／29(金) 小松島中学校の先生方との研修会にて


